７０歳未満の者の高額療養費及び一部負担金払戻金・家族療養費附加金の給付の流れ
（例）　組合員Ａさん　標準報酬月額４４０，０００円
一つの医療機関で、同一月にかかった総医療費が１００万円の場合。
【限度額適用認定証を使用しない場合】
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【限度額適用認定証を使用した場合】



組合員Ａ





1,000,000円（総医療費）





300,000円（３割）


窓口支払額





700,000円（７割）


共済組合負担額





①





④








１）医療機関での窓口支払額　    300,000円


1,000,000×0.3＝300,000


２）高額療養費給付額（自動給付）212,570円


80,100＋（1,000,000－267,000）×1％＝87,430（自己負担限度額）


300,000－87,430＝212,570


※　自己負担限度額の計算式は組合員の所得区分によって異なります。


３）実質自己負担額　             87,430円


300,000－212,570＝87,430


４）一部負担金払戻金（自動給付） 62,400円


87,430－25,000（基礎控除額）＝62,400（100円未満切捨て）


　　※　平成27年4月診療分から上位所得者（給料月額424,000円以上の方）については基礎控除額が25,000円から50,000円になります。


５）最終自己負担額　　　　　　　 25,030円


87,430－62,400＝25,030





②





医療機関





宮城支部


（保険者）





③





～給付までの流れ～


①　総医療費の３割を窓口で支払い


②　診療報酬明細書


③　総医療費の７割を支払い


④　高額療養費、一部負担金払戻金を自動給付





限度額適用認定証を使用しなくても、最終的な負担額は使用したときと同じ額になるよ！





タンキちゃん





組合員Ａ





②





①





1,000,000円（総医療費）





300,000円（３割）





700,000円（７割）


共済組合負担額





⑤





①高額療養費212,570円





②窓口支払額　87,430円


（自己負担限度額）


窓口負担





１）医療機関での窓口支払額     　87,430円


80,100＋（1,000,000－267,000）×1％＝87,430（自己負担限度額）


※　自己負担限度額の計算式は組合員の所得区分によって異なります。


２）高額療養費給付額（自動給付）　　  0円


３）実質自己負担額　　　　　　　 87,430円


４）一部負担金払戻金（自動給付） 62,400円


87,430－25,000（基礎控除額）＝62,400（100円未満切捨て）


※　平成27年4月診療分から上位所得者（給料月額424,000円以上の方）については基礎控除額が25,000円から50,000円になります。


５）最終自己負担額　             25,030円


87,430－62,400＝25,030





タンキちゃん





限度額適用認定証を使用すると


窓口での支払額が軽減されるよ！





⑥





②





①





～給付までの流れ～


①　限度額適用認定証の申請


②　限度額適用認定証の交付


③　限度額適用認定証の提示


自己負担限度額を窓口で支払い


④　診療報酬明細書


⑤　総医療費の7割と高額療養費を支払い


⑥　一部負担金払戻金を自動給付





医療機関





④





宮城支部


（保険者）





③








